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連結注記表

1. 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項

１　連結の範囲に関する事項

連結子会社の数　　　３社

連結子会社の名称　　株式会社T.L.G

丸進運油株式会社

SUN AUTO株式会社

２　持分法の適用に関する事項

該当する事項はございません。

３　連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

４　会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

(イ)有価証券

その他有価証券

①時価のあるもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。）

②時価のないもの

移動平均法による原価法
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(ロ)たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産

　評価基準は原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定して

おります。）

①商品及び製品

個別法

②原材料及び貯蔵品

先入先出法

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

(イ)有形固定資産（リース資産を除く）

定率法

　ただし、賃貸用資産、1998年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除

く）、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物、子会社の車両

運搬具については定額法によっております。

　主な耐用年数は以下のとおりであります。

賃貸用資産（車両運搬具）　　　　２年～５年

建物及び構築物　　　　　　　　　10年～60年

機械装置及び運搬具　　　　　　　２年～13年

その他（工具器具及び備品）　　　３年～10年

(ロ)無形固定資産（リース資産を除く）

定額法

　自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に

基づく定額法によっております。
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(3) 重要な引当金の計上基準

(イ)貸倒引当金

　債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上し

ております。

(ロ)賞与引当金

　子会社１社は、従業員の賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち当連結

会計年度の対応分を計上しております。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

　子会社１社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係

る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用してお

ります。

(5) のれんの償却方法及び償却期間

　のれんの償却については、10年の定額法により償却を行っております。

(6) その他連結計算書類作成のための重要な事項

消費税及び地方消費税の会計処理

　税抜方式によっております。

2. 表示方法の変更に関する注記

（「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用）

　「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号　2020年３月31

日）を当連結会計年度の年度末に係る連結計算書類から適用し、会計上の見積りに関

する注記を記載しております。
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(1) 有形固定資産の減価償却累計額 1,150,025千円

建物及び構築物 41,987千円

土地 442,628千円

計 484,616千円

短期借入金 1,350,000千円

3. 重要な会計上の見積りに関する注記

　当社グループの連結計算書類の作成にあたり、重要な会計上の見積りの内容は、次

のとおりです。

たな卸資産の評価

１　当連結会計年度の連結計算書類に計上した額

　商品及び製品　1,963,872千円

２　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　当社グループは、商品を、個別法による原価法（連結貸借対照表価額は収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）により評価しております。商品の

評価にあたっては、定期的に滞留等の有無を検討し、該当する場合には正味売却

価額で評価しております。

　また、正味売却価額の見積りに関しては、滞留期間に応じて評価損を計上する

方法に加えて、過去の実績や評価時点で入手可能な情報等を基に、合理的と考え

られる様々な要因を考慮した上で、一定の仮定を置いて判断しております。

　上記の仮定は経営者の最善の見積りと判断により決定しておりますが、市場環

境が予測より悪化すること等により、正味売却価額の下落が生じた場合は、翌連

結会計年度の連結計算書類において認識する金額に重要な影響を与える可能性が

あります。

4. 連結貸借対照表に関する注記

(2) 担保に供している資産及び担保に係る債務

①　担保に供している資産

②　担保に係る債務
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株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式（株） 2,552,000 － － 2,552,000

決議 株式の種類
配当金の

総額（千円）
配当の原資

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2 0 2 1 年
３ 月 1 9 日
定時株主総会

普通株式 5,997 利益剰余金 2.50
2020年

12月31日
2021年
３月22日

2 0 2 1 年
７ 月 2 0 日
取 締 役 会

普通株式 5,997 利益剰余金 2.50
2021年
６月30日

2021年
９月１日

決議予定 株式の種類
配当金の

総額（千円）
配当の原資

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2 0 2 2 年
３ 月 1 8 日
定時株主総会

普通株式 5,997 利益剰余金 2.50
2021年

12月31日
2022年
３月22日

5. 連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式に関する事項

(2) 剰余金の配当に関する事項

①　配当金支払額

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計

年度となるもの
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6. 金融商品に関する注記

１　金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取り組み方針

　当社グループは、主として金融機関より資金調達する方針であります。一時的な

余資は運転資金とし、投機的な取引は行わない方針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに

関しては、取引先毎に、財政状態や信用状況をモニタリングし、貸倒懸念の早期把

握を図っております。投資有価証券は、業務上の関係を有する企業の株式であり、

市場価格の変動リスクに晒されております。当該リスクに関しては、定期的に時価

や発行体の財政状態を把握しております。営業債務である買掛金・未払金は、その

ほとんどが６ヶ月以内の支払期日であります。これらは流動性のリスクに晒されて

おりますが、資金繰り計画を作成・更新し、当該リスクを管理しております。

(3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合

理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を

織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動す

ることがあります。
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連結貸借対照表計上額 時価 差額

(1) 現金及び預金 570,631 570,631 －

(2) 受取手形及び
売掛金

280,028 280,028 －

(3) 投資有価証券 19,010 19,010 －

資産計 869,670 869,670 －

(1) 支払手形及び
買掛金

956,411 956,411 －

(2) 未払金 196,506 196,506 －

(3) 短期借入金 1,600,000 1,600,000 －

(4) 長期借入金
（１年内返済予定分含む）

606,640 606,609 △30

(5) リース債務 149,680 151,712 2,031

(6) 社債 250,000 250,453 453

負債計 3,759,238 3,761,693 2,455

２　金融商品の時価等に関する事項

　2021年12月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について

は、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められる

ものは含まれておりません。（（注）２．参照）
（単位　千円）

（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

資産

(1) 現金及び預金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当

該帳簿価額によっております。

(2) 受取手形及び売掛金

　短期間で決済される売掛金は、時価と帳簿価額が近似していることから、当該帳

簿価額によっております。

　それ以外については、債権の回収期間ごとに区分した将来キャッシュ・フローを

満期日までの期間及び信用リスクを加味した利率で割り引いた現在価値により算定

しております。

(3) 投資有価証券

　これらの時価について、株式は取引所等の価格によっております。
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区分 連結貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 9,532

敷金保証金 23,196

１年以内 １年超５年以内 ５年超10年以内 10年超

現金及び預金 570,631 － － －

受取手形及び
売掛金

280,028 － － －

合計 850,660 － － －

１年以内 １年超５年以内 ５年超10年以内 10年超

短期借入金 1,600,000 － － －

長期借入金 2,688 480,752 110,752 12,448

リース債務 55,921 93,759 － －

社債 － － 250,000 －

合計 1,658,609 574,511 360,752 12,448

負債

(1) 支払手形及び買掛金　(2) 未払金　(3) 短期借入金

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似しているこ

とから、当該帳簿価額によっております。

(4) 長期借入金　(5) リース債務　(6) 社債

　これらの時価については、元利金の合計額を新規に同様の借入又はリース取引を

行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。

（注）２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

※上記については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、時価開

示の対象としておりません。

（注）３．金銭債権の決算日後の償還予定額
（単位　千円）

（注）４．短期借入金、長期借入金、リース債務及び、社債の決算日後の返済予定額
（単位　千円）
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(1) １株当たり純資産額 314円39銭

(2) １株当たり当期純利益 28円90銭

7. １株当たり情報に関する注記

8. 重要な後発事象に関する注記

　該当する事項はございません。
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個別注記表

1. 重要な会計方針

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの 決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原

価は移動平均法により算定しております。）

時価のないもの 移動平均法による原価法

(2) たな卸資産の評価基準及び評価方法

通常の販売目的で保有するたな卸資産

評価基準は原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定しております。）

商品 個別法

原材料及び貯蔵品 先入先出法

(3) 固定資産の減価償却の方法

(イ)有形固定資産（リース資産を除く）

定率法

　ただし、賃貸用資産、1998年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除

く）、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額

法によっております。

　主な耐用年数は以下のとおりであります。

賃貸用資産（車両運搬具） ２年～５年

建物及び構築物 10年～60年

機械装置及び車両運搬具 ２年～13年

工具、器具及び備品 ３年～10年
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(ロ)無形固定資産（リース資産を除く）

定額法

　自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に

基づく定額法によっております。

(4) 引当金の計上基準

貸倒引当金

　債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒

懸念債権等については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上してお

ります。

(5) 消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

2. 表示方法の変更に関する注記

（「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用）

　「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号　2020年３月31

日）を当事業年度の年度末に係る計算書類から適用し、会計上の見積りに関する注記

を記載しております。

3. 重要な会計上の見積りに関する注記

　当社の計算書類の作成にあたり、重要な会計上の見積りの内容は、次のとおりで

す。

たな卸資産の評価

１　当事業年度の計算書類に計上した額

　商品　1,827,296千円

２　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　「連結注記表　3. 重要な会計上の見積りに関する注記」の内容と同一であり

ます。
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(1) 有形固定資産の減価償却累計額 622,673千円

建物 37,478千円

土地 214,123千円

計 251,601千円

短期借入金 1,250,000千円

　関係会社に対する短期金銭債権 9,158千円

　関係会社に対する短期金銭債務 14,927千円

①　営業取引（収入） 192,062千円

②　営業取引（支出） 56,270千円

③　営業取引以外の取引（収入） 11,672千円

普通株式 153,100株

4. 貸借対照表に関する注記

(2) 担保に供している資産及び担保に係る債務

①　担保に供している資産

②　担保に係る債務

(3) 関係会社に対する金銭債権又は金銭債務

　区分表示されたもの以外で当該関係会社に対する金銭債権又は金銭債務の金額

は、次のとおりであります。

5. 損益計算書に関する注記

関係会社との営業取引及び営業取引以外の取引の取引高の総額

6. 株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数
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種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有

(被所有)
割合

関係内容

取引の内容
取引金額
(千円)
(※1)

科目
期末残高
(千円)役員の

兼任等
事業上
の関係

子会社 丸進運油㈱ 広島県 10,000 運送・陸送
(所有)
 直接
100％

３名
車 両 修 理

・
車両リース

業務受託 7,200 - -

(1) １株当たり純資産額 291円79銭

(2) １株当たり当期純利益 19円18銭

7. 税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因

　繰延税金資産の発生の主な原因はたな卸資産の評価損であります。

8. 関連当事者との取引に関する注記

子会社等

※1. 価格その他取引条件は交渉の上決定しております。

9. １株当たり情報に関する注記

10. 重要な後発事象に関する注記

　該当する事項はございません。
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